
■イメージキャラクター紹介　甲状腺超音波検査②～③
■災害公営住宅入居者募集　下水道のお知らせ④～⑤
■米の放射性物質検査　泉沢霊園現地説明会⑥～⑦
■紙上クリニック　市立総合病院の診療体制⑧～⑨

■放射線量・農産物等の放射性物質濃度測定結果⑩
■みんなの広場⑪　スポーツ大会結果⑫～⑬
■フォトニュース⑭～⑮　市民表彰⑯
■お知らせ掲示板⑰～⑳　休日の当番医　健診と相談㉑

平成25年

2013
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イメキャラと記念撮影

　

５
月
１
日
〜
６
月
20
日
に
実
施
し
た
「
北
茨
城
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称

募
集
」
に
は
、
全
国
か
ら
２
５
４
２
点
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
に
決
定
し
ま

し
た
。受
賞
さ
れ
た
方
は
、金
澤
広
樹
さ
ん（
関
本
町
）、豊
田
彩
美
花
さ
ん（
華
川
町
）、

三
代
瑞
綺
さ
ん（
華
川
町
）、辻
川
定
男
さ
ん（
福
井
県
酒
井
市
）の
４
名
の
方
々
で
す
。

　

８
月
18
日
の
市
民
夏
ま
つ
り
で
は
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
和
田
梨
々
香
さ
ん

（
高
萩
市
）
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
に
は
、「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
本
人
も
登
場
し
、

初
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
外

か
ら
ご
当
地
ゆ
る

キ
ャ
ラ
た
ち
も
駆

け
つ
け
、
北
茨
城

市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
こ
う

ち
ゃ
ん
」
の
誕
生

を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

で
こ
の
２
人
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
と
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
は
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
北
茨
城
市
を
ど
ん
ど

ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
人
を
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
、
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ね
。

問
商
工
観
光
課
観
光
係内

３
６
３
、３
６
４

　

さ
ら
に
、
会
場
内
に
イ
メ
キ
ャ
ラ
特
設

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
や
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
や
サ
イ
ダ

ー
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
「
こ
う
ち
ゃ
ん
グ

ッ
ズ
」
は
、
市
内
の
観
光
協
会
加
盟
店
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

こうちゃんグッズ

北
茨
城
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た

は
じ
め
ま
し
て「
こ
う
ち
ゃ
ん
」で
す

プロフィール

●生年月日…
平成15年10月1日（10歳）
●性別…男（オス）

●性格…明るく、ひょうきん

●住まい…五浦岬公園

□観光ナビゲーターの「あんち
ゃん」に北茨城沖で釣り上げ
られ、その相棒として一緒に
暮らしています。

プロフィール

●生年月日…年齢不詳

●性別…男性

●性格…温厚で面倒見がよい

●住まい…五浦岬公園

●家族…相棒の「こうちゃん」

●職業…観光ナビゲーター

□つぶらな瞳がかわいいとよく
言われます。

ゆるキャラ大集合

あんちゃん・こうちゃん　ツーショット
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平
成
25
年
度　

甲
状
腺
超
音
波

検
査
の
実
施
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
調
査
協
力
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島

第
一
原
発
の
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の

健
康
被
害
に
対
す
る
不
安
軽
減
の
た
め
、

幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
甲
状
腺
超
音

波
検
査
を
今
年
度
と
来
年
度
の
２
年
間
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
の
対
象
者
で
、
希
望
調
査
票
を

提
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
の
甲
状
腺
超
音

波
検
査
が
９
月
末
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

希
望
調
査
票
を
提
出
さ
れ
た
方
に
は
順
次

受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
日
程
等
、
詳

細
に
つ
い
て
は
受
診
券
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
検
査

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
25
年
度
対
象
者
】

　

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
事
故
当
時
市
民
で

あ
り
現
在
市
民
で
あ
る
方

【
26
年
度
対
象
者
】

　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
事
故
当
時
市
民
で

あ
り
現
在
市
民
で
あ
る
方

※
対
象
年
度
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
小
室
、
阿
部
）

☎
43
１
３
１
０

　

国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
の

制
定
に
よ
り
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
子
ど

も
・
子
育
て
に
関
す
る
制
度
が
大
き
く
変

わ
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
平
成
26
年
度
に

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
実
施
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
に

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ニ
ー
ズ
調
査
票
は
、
郵
送
も
し

く
は
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
等
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。

※
調
査
票
は
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
一
枚

で
す
。
お
手
数
で
も
す
べ
て
の
お
子
さ
ん

分
の
調
査
票
を
提
出
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん　

　

小
学
生
（
就
学
児
童
）

　

乳
幼
児
（
就
学
前
児
童
）

○
配
布
期
間　

９
月
中
旬
予
定

○
回
収
期
間　

２
週
間
程
度

問
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
古
茂
田
）
内
１
３
２

　

茨
城
県
で
は
、
動
物
の
愛
護
週
間
（
９

月
20
日
〜
26
日
）
を
拡
大
し
、
動
物
の
愛

護
と
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
関
心
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、９
月
を「
動

物
愛
護
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
動
物
の
飼
い
方
に
つ
い

て
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
を
飼
う
と
き
は
、
そ
の
習
性
を
よ

く
理
解
し
て
、
終
生
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

○
人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な

環
境
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
を
い
た
わ
り
、
命
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
「
不
幸
な
生
命
」
を
産
ま
な
い
、
産
ま

せ
な
い
た
め
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
に
は
、
鑑
札
、
迷
子
札
を
付
け
る

な
ど
し
て
所
有
者
を
明
示
し
、
逃
げ
出

し
や
迷
子
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
散
歩
中
に
し
た
フ
ン
は
、
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
フ
ン
を
さ
せ
る

場
所
も
周
囲
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

○
悪
臭
を
発
生
さ
せ
、
周
囲
の
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
に
小
屋
な
ど
を
常
に
清
潔

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○
「
お
と
な
し
い
か
ら
」
な
ど
は
理
由
に

な
り
ま
せ
ん
。
動
物
は
放
し
飼
い
に
す

る
こ
と
な
く
、
犬
な
ど
は
散
歩
す
る
際

に
は
必
ず
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

○
愛
護
動
物
を
捨
て
た
り
、虐
待
（
殺
傷
）

す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

※
愛
護
動
物
を
捨
て
た
場
合
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
、
み
だ
り
に
虐
待
（
殺
傷
）
し

た
場
合
は
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０

０
万
円
以
下
の
罰
金

問
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
６
‐
７
２
‐
１
２
０
０

　

保
健
セ
ン
タ
ー
予
防
指
導
係

（
青
山
）
☎
43
１
３
１
０

　

第
７
回
ど
う
ぶ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

in
か
み
ね
写
生
会
・
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

　

啓
蒙
ラ
リ
ー

○
と
き　

10
月
６
日
㈰
（
※
雨
天
時
は
13

日
㈰
に
延
期
）
午
前
９
時
か
ら

○
と
こ
ろ　

か
み
ね
動
物
園

○
対
象
者　

４
歳
以
上
〜
小
学
生

○
募
集
人
数　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

市
内
の
方
は
10
月
５
日
㈯

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
。

※
子
ど
も
は
入
場
無
料
と
な
り
ま
す
。

申
問
北
茨
城
ア
ニ
マ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
43
６
６
３
３

9月は

動
物
愛
護
月
間
で
す

動
物
愛
護
月
間

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
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　最近、第三者が本人になりすまし、虚偽の届け出や
戸籍、住民票などの各種証明書を不正に受け取り、悪
用する事件が発生しています。これらの防止対策とし
て、窓口に来られた方の本人確認を実施しています。
【本人確認のために提示いただく書類】
○１点で確認できるもの（例）
　・運転免許証　・パスポート　・住基カード
　・身体障害者手帳　・在留カード等
○２点で確認できるもの（例）
　・健康保険証　・年金手帳　・診察券
　・キャッシュカード等
※代理の方は、書面（委任状など）で代理権限の確認
も行います。

問市民課 市民係（舟生）　内１７２

○屋外広告物とは
　常時または一定の期間継続して屋外で公衆に表示さ
れる広告物で、はり紙、はり札、立て看板、広告板、
建物などに掲出されたものなど
○住みよいまちづくりのために
　屋外広告物については「まちの良好な景観の形成」
と「公衆に対する危害の防止」の点から、表示場所や
大きさなどを規制しています。
　また種類ごとに許可期間が定められています。許可
期間が満了後も引き続き表示するためには、更新許可
の手続きが必要です。
　許可期間が切れた屋外広告物は、違反広告物として
除却命令の対象になりますのでご注意ください。

問都市計画課 事業管理係　（村田）　内２８２

市民課窓口では、
　　本人確認書類が必要です

屋外広告物は許可を受けて
～まちの良好な景観のために～

災害公営住宅 入居者募集のご案内災害公営住宅 入居者募集のご案内災害公営住宅 入居者募集のご案内
●災害公営住宅の申込方法・家賃・優先入居等は以下のとおりです。

申問建設課 建築係（神長、酒井）　　内２４１、２４２

対象住宅 中郷地区（32戸）、大津地区（39戸）、平潟地区（39戸）　　合計110戸

対 象 者 東日本大震災により居住住宅が全壊または、半壊・大規模半壊で解体した世帯。

優先入居

【優先入居】
　入居対象者のうち、以下の項目に該当する方は優先入居の対象者となります。
【第一優先】
　・防災集団移転促進事業対象世帯
【第二優先】
　・70歳以上のみの世帯（単身も含む）
　・重度障害者、重度障害児、要介護３～５のいずれかの方がいる世帯
　・寡婦世帯（母子だけの世帯）
　※重度障害…身体障害者手帳１・２級、療育手帳ⒶまたはＡ、精神障害者保健福祉手帳１級の方
　※寡婦…夫と死別、あるいは離婚し、かつ 20歳未満の子を扶養している方

家 賃 7,900 円～ 77,700 円　居室タイプと所得合計で決まります。

申込方法
以下の書類を建設課に提出してください。
　必要書類：①入居申込書　②罹災証明書（写し可）　③解体証明書（写し可）
　※申込書は、建設課で受け取るか市ホームページからダウンロードしてください。

募集期間 9 月 17 日㈫～ 10月 18日㈮（午前 8時 30分～午後 5時 15分　土日祝日を除く）

相 談 会

入居に関する相談会：9月 22日㈰
【相談会場と時間】　午前 9時 30分～ 11時 30分　中郷雇用促進住宅集会場
　　　　　　　　　午後 1時～ 3時　　　　　　　平潟町公民館
　　　　　　　　　午後 3時 30分～ 5時 30分　　市役所建設課
※個別の相談も市役所建設課にて随時、受け付けます。

今 後 の
予 定

①申込期間（9月 17日～ 10月 18日）→ ②入居者選考（10月下旬）→
③入居者内定通知書（11月下旬）→ ④必要書類提出（12月 1日～ 2月 14日）→
⑤入居者決定（2月 15日）→ ⑥入居開始（3月 1日）
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国
民
年
金
付
加
保
険
料
を

納
付
し
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
に
は
、
付
加
年
金
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
月
の
保
険
料
に

付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ

と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
と
し

て
上
乗
せ
支
給
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
加
入
で
き
る
方

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
や
口
座
振

替
等
で
納
付
し
て
い
る
方
（
免
除
を
受

け
て
い
る
方
と
国
民
年
金
基
金
加
入
者

は
除
く
）

②
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

※
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
法
律
の
規
定

で
付
加
年
金
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
保
険
料

　

１
カ
月
４
０
０
円
（
通
常
の
保
険
料
と

一
緒
に
納
付
し
ま
す
。
平
成
25
年
度
は

合
計
で
１
万
５
４
４
０
円
で
す
。）

※
保
険
料
は
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
通
常
の
保

険
料
だ
け
が
納
付
扱
い
と
な
り
、
付
加
保

険
料
は
後
日
還
付
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

前
納
の
場
合
は
、
通
常
の
保
険
料
と
同
じ

く
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
申
込

用
紙
は
市
役
所
に
（
口
座
振
替
の
方
は
金

融
機
関
に
も
）
あ
り
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
印
鑑

○
受
給
で
き
る
年
金
の
金
額　

　

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数
×
２
０

０
円
を
年
額
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
皆
川
）
内
１
８
６

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

　９月 11 日㈬午前 11 時と 11 時
30 分の２回にわたり、全国瞬時警
報システム（Ｊアラート）を利用し
た緊急情報伝達訓練が、全国一斉に
行われます。
　当日は防災行政無線から、以下の
内容が放送されますのでご理解とご
協力をお願いします。
【放送内容】
・「これは、試験放送です。」（３回）
・「こちらは、ぼうさい北茨城市です。」
・チャイム
※Ｊアラートとは、地震・津波や武
力攻撃等の緊急情報を、国から市区
町村へ、人工衛星を通じて瞬時に伝
達するシステムです。
問総務課 防災安全係

（中村）内３３９

全国
一斉

緊急情報伝達訓練
を行います
緊急情報伝達訓練
を行います
緊急情報伝達訓練
を行います

○下水道への接続工事は３年以内に
　下水道が利用できるようになった区域で、現在くみ
取り式のトイレを使用している方は、下水道が使え
るようになった日（告示による供用開始の日）から 3
年以内に水洗トイレに改造し、下水道へ接続すること
が義務づけられています。また、浄化槽を使用してい
る方も、遅滞なく下水道へ接続することが義務づけら
れています。下水道が利用できるようになった区域の
方で、まだ接続されていない方は、早期接続をお願い
します。
普及率：７. ８２％（３６７２人）
水洗化率：７２. ９６％（２６７９人）
※普及率：市全体の人口のうち、下水道を利用できる
ようになった人口の割合
※水洗化率：下水道を利用できるようになった人口の
うち、下水道を利用している人口の割合
○接続工事は指定工事店で
　下水道を利用するためには、個人負担で宅地内の接
続工事を行う必要があります。接続工事は市の指定す
る工事店へ依頼してください。
○下水道は正しく使いましょう
　油やゴミ、危険物（アルコール、ガソリン、薬品など）
などを流してしまうと、下水処理場の機能低下や管の

詰まり、破損、事故（爆発など）の原因となり、下水
道の寿命を縮めてしまいます。みんなで使う公共の財
産ですので、一人一人がマナーを守って正しく使いま
しょう。

問下水道課  管理係（山野辺）、事業係（園部） 内２６２

凡　　　例
第１期区域
供 用 区 域
第２期区域
処 理 場

大津港

平潟地区漁業集落排水処理場

汚水処理場汚水処理場

文

文

〒

常
磐
自
動
車
道

太
平
洋

太
平
洋北茨城

浄化センター
北茨城
浄化センター

市役所市役所

磯原駅磯原駅

9月10日は「下水道の日」　下水道への早期接続をお願いします



　

茨
城
県
と
北
茨
城
市
で
は
、
平
成
25
年

産
米
に
つ
い
て
、
生
産
者
団
体
等
と
連
携

し
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
検
査
実
施
時
期

　

９
月
か
ら
の
収
穫
時
期

○
検
査
区
域
と
検
体
数

①
平
成
23
年
産
米
で
50
ベ
ク
レ
ル
／
㌕
以

上
が
検
出
さ
れ
た
旧
市
町
村
及
び
近
隣
旧

市
町
村

　

大
津
町 

３
検
体　

関
南
町 
３
検
体

　

関
本
町 

３
検
体

②
上
記
以
外
の
区
域　

１
検
体

※
検
査
結
果
が
国
の
定
め
た
基
準
値
（
１

０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㌕
）
以
下
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
ま
で
、
出
荷
・
販
売
・
譲

渡
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
検
査
結
果
は
、
速
や
か
に
県
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
広
報
紙
等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
茨
城
県
農
林
水
産
部
産
地
振
興
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
９
２
１

　

市
農
林
水
産
課
（
五
十
嵐
）
内
３
８
３

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
、
農
業
者
の
確

保
を
目
的
と
し
て
平
成
14
年
に
新
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

①
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
農
業
に
従
事
す
る
方
や
家
族
従
事

者
な
ら
加
入
で
き
ま
す
。

②
年
金
原
資
を
自
分
で
積
み
立
て
、
運
用

実
績
に
よ
り
受
給
額
が
決
ま
る
確
定
拠

出
型
年
金
で
す
。

③
毎
月
の
保
険
料
は
、
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択

で
き
ま
す
。

④
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。（
最
大
80
万
４
千
円
）

⑥
60
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
間
が
20
年

以
上
見
込
ま
れ
る
認
定
農
業
者
等
に

は
、政
策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）

が
あ
り
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局（

大
友
）
内
２
９
１

　

水
道
部
で
は
、
貴
重
な
水
資
源
の
有
効

利
用
を
図
り
、
道
路
陥
没
等
の
二
次
災
害

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
水
道
管

の
漏
水
調
査
を
行
い
ま
す
。
地
下
に
埋
設

さ
れ
た
水
道
管
の
漏
水
を
発
見
す
る
た
め

に
、道
路
や
宅
地
内
（
メ
ー
タ
ー
器
付
近
）

の
点
検
、
確
認
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
調
査
地
区　

中
郷
町
汐
見
ケ
丘
、

　

粟
野
、
小
野
矢
指
地
内

○
調
査
期
間　

９
月
下
旬
〜
12
月
下
旬

○
調
査
員　

水
道
部
が
委
託
し
た
専
門
会

社
の
調
査
員
（
身
分
証
明
書
と
腕
章
を
携

帯
）
が
、
漏
水
量
の
多
い
地
域
の
各
家
庭

を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
の
際
に
は
宅
地
内

に
立
ち
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
願
い
ま
す
。
な
お
、
調
査
内
容
に
つ
い

て
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
調
査
員
が
調
査
料
を
請
求
し
た
り
、
浄

水
器
等
の
物
品
を
販
売
し
た
り
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
水
道
部
施
設
課
施
設
係

（
神
長
）
内
１
１
７

　

今
年
５
月
、
北
茨
城
市
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
た
静
岡
県
小お
や
ま山

町
の

企
画
で
、
７
月
28
日
〜
30
日
に
市
内
の
中

学
生
16
人
が
小
山
町
を
訪
れ
、
富
士
登
山

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
は
、
小
山

町
の
姉
妹
町
の
岡
山
県
勝
央
町
お
よ
び
観

光
友
好
都
市
の
京
都
府
福
知
山
市
の
中
学

生
も
参
加
、
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
、
午
前
３
時
に
宿
舎
を
出
発
、

小
山
町
が
位
置
す
る
須
走
口
か
ら
入
山
し

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

天
候
に
よ
り
登
頂
を
断
念
、
標
高
３
２
０

０
ｍ
の
本
七
合
目
か
ら
の
下
山
と
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、「
ま
た
富

士
山
に
来
た
い
。
次
は
絶
対
山
頂
ま
で
登

る
。」
と
想
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

米
の
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
す

米
の
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
す

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

漏
水
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

漏
水
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

世
界
文
化
遺
産

富
士
登
山
を
体
験

世
界
文
化
遺
産

富
士
登
山
を
体
験

広報　きたいばらき　９月号　6

【 防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎ 43-3110 】

農
用
地
区
域
の
除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、
転
用
の
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。申
請
す
る
方
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
間　

10
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

申
問
農
林
水
産
課 

農
政
係
（
荒
川
、
金
澤
）
内
３
８
３
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北茨城市役所　☎43ー1111

　

市
で
は
、
市
内
全
域

で
誰
も
が
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
国
の
地

域
情
報
通
信
基
盤
整

備
推
進
交
付
金
を
活

用
し
、
公
設
民
営
方
式

（
市
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
整
備
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
）
に
よ
り
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
よ
う
に
な

る
と
「
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス

テ
ム
」
を
利
用
し
て
行
政
上
の
手
続
き
を

自
宅
や
職
場
か
ら
申
し
込
め
る
よ
う
に
な

る
ほ
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
最

新
の
市
政
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
大
容
量
の
デ

ー
タ
通
信
が
で
き
ま
す
の
で
、
話
題
の
動

画
サ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
を
ス

ト
レ
ス
な
く
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
に
は
、
民
間
通
信
事
業
者
と
の
個

別
契
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
茨
城
支
店
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
☎
０
１
２
０
‐
５
２
８
８
５
６　

　

営
業
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

　

年
中
無
休　

※
年
末
年
始
を
除
く
）

※
民
間
通
信
事
業
者
が
営
業
活
動
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
市
で
は
直
接
自
宅

を
訪
問
し
た
り
、
電
話
を
か
け
た
り
な
ど

し
て
勧
誘
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

（
稲
川
）
内
２
３
２

　10月１日現在で５年に１度の住宅・
土地統計調査を実施します。
　この調査は、住生活に関する、全国
３５０万世帯の方々を対象とした大規
模な調査です。調査の結果から耐震・
防災、空家等の状況が把握でき、国や
地方公共団体における各種施策に幅広
く利用されます。
　統計調査員が調査世帯へ調査票の記
入をお願いに伺った際には、調査票へ
のご記入、または、インターネットで
の回答をお願いします。
問企画政策課 企画調整係

（塚原、会沢）内２３３

住宅・土地統計調査
実施のお知らせ

市
営
墓
地

泉
沢
霊
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

現
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

真
夏
の
夜
空
を
彩
る

秋
田
竿
燈
ツ
ア
ー
開
催

　

関
本
町
関
本
中
に
あ
る
泉
沢
霊
園
で
、

現
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
希
望
の
区
画
を
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と
き　

９
月
23
日
㈪

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

い
ず
み
さ
わ
会
館
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
泉
沢
霊
園
内
）

※
現
在
、
墓
地
の
経
営
は
地
方
公
共
団
体

が
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
個
人
墓
地
、

共
同
墓
地
の
新
設
、
増
設
は
厳
し
く
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係
（
鉄
）

内
３
７
１

墓所の種類
永　代
使用料

管理料
（３年分）

自　由

墓　所

第１種
（９㎡）

50 万円 2万 7000 円

第２種
（５㎡）

30 万円 1万 5000 円
規　格
墓　所

第３種
（５㎡）

○墓地の使用料と管理料

※市外の方の永代使用料は 10％増しになります。

　

８
月
５
日
〜
６
日
、
多
数
の
応
募
の
中

か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
市
民
77
名
が
『
真

夏
の
夜
空
を
彩
る
秋
田
竿
燈
ツ
ア
ー
』
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

震
災
復
興
支
援
事
業
と
し
て
、
市
民
に

震
災
で
疲
弊
し
た
心
を
癒
し
、
元
気
を
持

ち
帰
っ
て
さ
ら
に
活
力
の
あ
る
生
活
を
取

り
戻
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
で
企
画
し
た

こ
の
ツ
ア
ー
。
１
泊
２
日
で
秋
田
竿
燈
ま

つ
り
を
観
覧
し
た
ほ
か
、
中
尊
寺
や
角
館

樺
細
工
伝
承
館
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村
を
訪

れ
ま
し
た
。
竿
燈
ま
つ
り
で
は
約
２
６
０

本
の
竿
が
一
斉
に
持
ち
上
げ
ら
れ
、
お
は

や
し
と
「
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
ー
」
の
か
け
声

と
と
も
に
差
し
手
が
手
や
腰
、
額
で
竿
を

支
え
る
妙
技
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
た
ち
は
、「
す
ご
い
迫

力
だ
っ
た
。
ツ
ア
ー
に
参
加
出
来
て
良
か

っ
た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平 成
25年

市内全域に光ファイバー網を整備
今こそ、高速インターネットを
始めてみませんか
今こそ、高速インターネットを
始めてみませんか
今こそ、高速インターネットを
始めてみませんか
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心
臓
は
全
身
に
血
液
（
酸
素
）

を
送
り
出
す
ポ
ン
プ
臓
器
で
す
。

心
不
全
と
は
、
心
臓
の
血
液
を
送
り
出
す

力
が
弱
ま
っ
て
い
る
状
態
で
、
体
に
必
要

な
酸
素
が
足
り
な
く
な
る
た
め
息
切
れ
や

倦
怠
感
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、

血
液
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
い
た
め
、
足

が
む
く
ん
だ
り
、
肺
に
水
が
た
ま
り
、
呼

吸
困
難
が
出
て
き
ま
す
。

　

心
不
全
に
な
る
原
因
は
様
々
で
狭
心
症

や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患
、
心

筋
症
な
ど
に
よ
る
心
筋
障
害
、
貧
血
や

慢
性
肺
疾
患
な
ど
の
慢
性
低
酸
素
の
状

態
、
甲
状
腺
機
能
異
常
な
ど
の
代
謝
性
疾

患
、
そ
の
他
に
は
先
天
性
心
疾
患
や
不
整

脈
、
高
血
圧
症
が
あ
り
ま
す
。
成
人
で
多

い
虚
血
性
心
疾
患
は
心
臓
を
栄
養
す
る
血

管
（
冠
動
脈
）
の
動
脈
硬
化
に
よ
り
心
臓

へ
十
分
な
酸
素
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
、

運
動
時
の
胸
の
圧
迫
感
な
ど
の
症
状
が
出

て
き
ま
す
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、
高
脂

血
症
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
リ
ス

ク
と
な
り
ま
す
。

　

心
不
全
は
、
血
液
検
査
や
心
電
図
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
で
診
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
心
不
全
の
原
因
検
査
と
し
て

は
心
臓
超
音
波
検
査
や
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
等
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
超
音
波
検
査

は
心
臓
の
働
き
や
弁
膜
症
の
有
無
を
評
価

し
ま
す
。
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
は
主
に

手
首
か
ら
細
い
管

（
カ
テ
ー
テ
ル
）
を

入
れ
、
心
臓
の
圧
力

や
冠
動
脈
の
状
態
を

評
価
し
ま
す
。

　

心
不
全
の
治
療
と
し
て
は
内
科
的
治
療

が
中
心
と
な
り
ま
す
。
心
臓
を
休
ま
せ
保

護
す
る
ベ
ー
タ
遮
断
や
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ

ン
変
換
酵
素
阻
害
薬
と
呼
ば
れ
る
高
血
圧

薬
、
む
く
み
を
と
る
利
尿
薬
、
そ
の
他
強

心
薬
な
ど
を
服
用
し
ま
す
。
ま
た
、
重
症

弁
膜
症
に
よ
る
心
不
全
の
場
合
は
心
臓
手

術
、
虚
血
性
心
疾
患
に
よ
る
場
合
は
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
心
臓
バ
イ
パ
ス
術
な

ど
の
外
科
的
治
療
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
治
療
で
も
心
不
全
症
状
が
残
る
場
合
は

補
助
人
工
心
臓
や
心
移
植
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
注
意
し
て
頂
き
た
い
こ
と
は
、

塩
分
を
控
え
る
こ
と
、
風
邪
を
ひ
か
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
、
内
服
薬
を
し

っ
か
り
飲
む
こ
と
で
す
。
塩
分
の
取
り
す

ぎ
は
体
に
水
分
を
た
め
込
ん
で
し
ま
う
た

め
、
体
が
む
く
み
、
よ
り
心
臓
に
負
担
を

か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
風
邪
な
ど

を
契
機
に
心
不
全
が
急
に
悪
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
普
段
か
ら
手
洗
い
う
が

い
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

　

当
院
で
は
外
来
で
心
臓
超
音
波
検
査
、

２
泊
３
日
の
入
院
で
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
体
重
が
増
え
て

む
く
ん
で
き
た
、
息
切
れ
や
動
悸
が
す
る
、

息
苦
し
く
て
枕
を
高
く
し
な
い
と
眠
れ
な

い
、
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
一
度
病

院
で
の
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

紙上クリニック紙上クリニック紙上クリニック

北
茨
城
市
立
総
合
病
院

　
　
　
　

内
科　

澁
木　

紗
季

自
分
た
ち
の
目
と
耳
で

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

８
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
「
ヒ
ロ

シ
マ
で
学
ぶ
平
和
へ
の
旅
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
68
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追

悼
平
和
祈
念
館
で
、
平
和
語
り
部
の
方
か

ら
原
子
爆
弾
の
被
害
や
戦
争
中
の
暮
ら
し

な
ど
の
体
験
談
を
聴
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
全
員
で
折
っ
た
千
羽
鶴
を
奉
納
し
、

原
爆
ド
ー
ム
や
資
料
館
を
見
学
す
る
な
ど

し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
な
ど
を

見
学
し
、
実
り
の
多
い
学
習
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。

　

８
月
15
日
、
北
茨
城
市
戦
没
者
追

悼
式
が
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
時

間
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
戦
没
者
に

対
し
て
黙
と
う
や
献
花
で
追
悼
し
、

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

平
成
25
年
度

北
茨
城
市
戦
没
者
追
悼
式

心
不
全
と
は
…
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北茨城市立総合病院の診療体制 平成 25 年 9 月 1 日現在

診 療 科 ※２ 月 火 水 木 金 土※３ 入院受入

内 科

午前
初診 渡邉・加藤

油井 植草・横谷
津田または澁木
（紗）または
渡邉・横谷

細村・油井
植草

澁木（紗）・
油井 当番制

可予約 藤枝・植草
澁木（太） 藤枝・津田 加藤 澁木（太） 藤枝・渡邉 津田・

澁木（紗）

午後 予約 藤枝・植草 藤枝・津田 加藤 澁木（太）・細村
植草・澁木（紗）藤枝・渡邉 －

専門外来 － － － － － 禁煙外来
油井（第１・３） －

循環器内科
13：00～ 16：00

午前 山尾 山尾 － 山尾 非常勤※４

（第１・３） 山尾
可

午後 － － － － 非常勤※４

（第１・３） －

呼 吸 器 科 午前 － － － － 非常勤※５

（第２・４） － －

外 科
午前 小出 田渕

（第２・３・５）
目黒
小池

宇佐美
小池 小出 小池

可
午後 目黒 － － － － －

産 婦 人 科
13：00～ 16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池
可

午後 小池 － － － － －

小 児 科 ※６

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

－ －
午後 － － － － 予約外来

平木

健診・注射 予防注射
小宅（午後） － 乳児健診

平木（午後） － －

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） － 神経外来

浜野 － 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
13：00～ 15：00

午前 － － － 黒田 － －
－

午後 － － － 黒田 － －

脳神経外科
午前 金子

10:00 ～
－ 布施 － － 金子

10:00 ～
－

午後 金子
13:00 ～ 14:30

－ 布施
13:00 ～ 15:00

－ － －

整 形 外 科
13：00～ 15：00

午前 非常勤 非常勤 非常勤 井上
非常勤 非常勤 土屋

（第１・3）
－

午後 非常勤 非常勤 非常勤 井上
非常勤 非常勤 －

耳鼻咽喉科 午前 － － － 野村 － 中山 －

皮 膚 科
13：00～ 16：00

午前 倉持 － － 倉持 － －
－

午後 倉持 － ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
13：00～ 15：00

午前 西原 西原 西原 伊藤
吉田（第 1・3） 西原 西原

可
午後 西原 西原 西原 伊藤

吉田（第 1・3） 西原 －

震災こころの
ケ ア 外 来 午後 － 非常勤 － － － － －

※１　　　（網掛け）は予約が必要です。
※２　午前の再来受付は7時30分から11時までです。午後の受付時間は各診療科の下に記載しています。
　　　当院へ受診変更希望、他院からのご紹介で受診の場合は、診療情報提供書をご持参ください。
※３　土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）
※４・５　循環器科は第１・３金曜日、呼吸器科は第２・４金曜日、茨城県立中央病院の医師による診療となります。 
※６　県北地区小児救急は日立総合病院に集約されています。受診は事前に電話連絡が必要です。（0294－23－1111）  

問い合わせ：北茨城市立総合病院　☎４６－１１２１　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）




























